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  意見・提言・感想等 回   答 
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 桐生市議会モニターを引き受けて、初めて桐生市が行っている会議を見ました。桐生が岡遊園地やまゆバス、学校給食につい

てなど私の身近な事柄を取り上げた会議が多く、自分の意見をもちながら中継を見ることができました。桐生市議会モニター 

を引き受ける前までは、どんな会議を行っているのか、いつ、どれくらいの頻度で行われているか知らなかったので、桐生市議

会について知る良いきっかけになったと思います。会議もこんな頻繁に行っているんだ、と驚きました。桐生市議会モニターに

ついて知っている人がまだ少ないと思うので、桐生市のもっと多くの中学生や高校生が知っておくべきだと思いました。 

 

ご意見をいただき、、また桐
生市議会に興味関心を抱い
ていただき、ありがとうご
ざいます。より多くの学生
さんに桐生市議会のことを
知っていただき、議会モニ
ターとして参加していただ
けるよう、取り組んで参り
ます。 
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<きりゅう市議会だより> 

●QRコードの内容について 

 一般質問の各議員についている QRコードで会議の映像が見られるのは良いと思った。しかし、知識の多くない一般人は、その

発問をした議員について知りたい時に QRを読み込む場合も多いと思う。だから動画の下の空白欄に、その議員の公式ホームペ

ージ等の URLを貼ると、調べやすく、議員や議会への興味関心もより深まりそうだと思った。 

●ミリック市議会ページの作成  

たより全体、とても見やすく、分かりやすい。文字の大きさやフォント、色も工夫されており、写真も多く、時間と手間がかか

っていることを感じられた。せっかくなので、より多くの人に見てもらいたいと思った。PDFや写真として SNSに投稿したり、

ホームページに「市議会だより」ページを作り、毎度投稿していき、過去の市議会だよりを閲覧できるようにしたりすると良い

と思った。 

●表紙写真の説明 

表紙写真の説明を、現在は裏表紙に記載しているが、広報きりゅうのように表紙に記載しても良いと思った。人がたよりを見か

けた時に、表紙からどれだけの情報を得られ、議会らしさが伝わり、その人の興味が湧くかによって、手に取って読むか否かが

変わると思う。表紙写真の説明を入れられる範囲があるならば、写真の端に説明欄を設けるのも良いと思った。 

 

<本会議> 

●討論での拍手 

討論で議員が通告を読み上げた後、傍聴席から拍手があり、議長から注意があった。その通りである。一方で、通告を行う際に

指名された議員の横で拍子を行う議員が見られた。2人の関係性や議会におけるルールについて私は詳しくないが、見映えは良

 

ご意見をいただき、ありが
とうございます。具体的な
アイデアについては検討
し、可能なことは取り入れ
ていきたいと思います。今
後とも市民の皆様にとって
身近な議会を目指して参り
ます。 



 

くないだろう。賛否はその後の起立で表明することができるのだから、こういった行為を行わないように議員が心がけることも

大切だと思った。 


